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１．第 44 回協議会 議事要旨 

日時：令和 8 年 3 月 25 日（水）10:00～12:00 

場所：中小企業振興会館ホール 

 

議題  

（1）令和８年度事業計画（案）及び予算（案）について  

発言者 主な指摘・意見 回答 

池田会長 
 

• 内容について意見はあるか。 

（一同） 

• 異議なし。 

 

報告 

（1）第 43 回協議会・第 49 回幹事会の議事要旨について  

（2）基幹バスシステムの導入に向けた取組について  

（3）バス・モノレール半額実証事業の取組について  

（4）各種広報等に関する取組について  

発言者 主な指摘・意見  回答 

琉球バス

交通 

小川委員 

 

• 協力型バスレーンの実証実験

には、全面的に協力させていた

だきたい。実証実験は、多くの

方々の協力を得て実施してい

く大プロジェクトと思ってい

るが、経済界やレンタカー業界

への協力依頼はどのように考

えているのか伺いたい。特に経

済界は多くの団体があるので、

幅広く協力をお願いしていた

だきたい。 

• 西普天間琉大病院への路線バ

スの利用状況は、病院利用者は

比較的見られるが、医学部関係

者の利用が少ないように感じ

ている。このあたりに関して、

分析された情報等あれば教え

ていただきたい。 

 

（事務局） 

• レンタカー協会とも意見交換を

実施しており、例えば協会に加

盟している事業者以外に対して

も、協会 HP で周知してはどう

かとの意見をいただいている。

経済界への周知は、県商工会議

所連合会や SDGs パートナー企

業等との連携を想定している。

引き続き経済界には協力をお願

いしていきたい。 

 

• てだこ浦西駅交通結節機能強化

に関する取組を実施している

他、琉球大学、宜野湾市と連携し

病院発着の路線バス利用を促す

チラシ、ポスターを現在調整し

ている。引き続き関係機関と連

携しながら路線バス利用促進に

取り組んでいきたい。 
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発言者 主な指摘・意見  回答 

琉球大学 

神谷委員 

 

• 琉大病院への路線バスは、294

番の始発では、従業員は出勤

に間に合わない状況にある。

また、大学の授業も 18 時くら

いに終わると路線バスがもう

運行されていない状況にあ

る。朝の運行については、来年

度の検討になると聞いてお

り、夕方に関してもお願いし

ている状況である。 

 

• 千原と西普天間のキャンパス

の駐車場有料化について、月

３千円、５千円といった協力

金の形で検討を進めており、

これを財源として大学では公

共交通利用コスト低減や自転

車駐輪場の整備等に活用する

ことを考えている。今年度は

ノーマイカーウィークの取組

を実施したが、次年度はこれ

を月で行う予定と聞いてお

り、道路の交通量調査とも連

携していきたいので、道路側

で調査される場合は、早めに

日程等調整させていただきた

い。 

 

 

（琉球バス交通 小川委員） 

• 琉大病院へのバス路線について

は、病院や大学の開始時間等も

踏まえつつ、運転手が不足して

いる中で何ができるか前向きに

検討していきたい。 

 

 

 

 

 

（事務局） 

• 交通量調査については、沖縄総

合事務局や琉球大学と連携して

取り組んでいきたい。 
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発言者 主な指摘・意見  回答 

琉球大学 

神谷委員 

 

• 観光客は 65％がレンタカー利

用されているようであるが、

残りの 35％の方は何処にどの

ような旅行をしているのか。

そういった観光を踏まえたバ

ス路線のあり方も重要であ

り、そのためにも先ずは現状

がどうなっているかを把握し

ておく必要があると考えてい

る。 

 

 半額実証事業のアンケートに

について、利用者居住地のバ

スサービスレベルとの関係で

の分析も次年度検討していた

だければと思う。 

 

 胡屋バスタが整備されるまで

の間の対応も重要である。現

状、てだこ浦西駅や空港の駐

車場利用状況を踏まえると、

例えば大学の駐車場が有料化

されて、高速バスへＰ＆Ｒ利

用してもらうといったような

郊外部での施策もあるかもし

れない。今後検討いただけれ

ばと思う。 

 

 

（事務局） 

• 観光客の交通データの把握につ

いても課題として認識してお

り、来年度の組織改編も踏まえ

検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

• 利用者居住地のサービスレベル

との関係についても、追加調査

を行っているところであり、引

き続き検討していきたい。 

 

 

• Ｐ＆Ｒ等、郊外部での施策につ

いては、令和元年度にイオンモ

ール沖縄ライカムでの「パーク

＆ライド」実証実験が事例とし

てあり、胡屋バスタが整備され

るまでの施策（Ｐ＆Ｒ等）につい

ても、来年度の組織改編も踏ま

え検討していきたい。 
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発言者 主な指摘・意見  回答 

ｵﾌｨｽ遊  

幸地委員 

 

 バスの乗降方法の変更に関す

る取組状況について教えて欲

しい。 

 

 

 

 

 

 路線バスの運賃について、半

額実証事業を実施している

が、運賃無料に向けて何か方

法はないのか教えて欲しい。 

 

 

 バス停での待合環境は、まだ

まだ海外に比べて良くないと

考えているので、しっかり整

備を進めていただきたい。 

 

 

 路線バスの利用促進に向け、

通勤通学者にもっと PR が必要

ではないか。ラジオ以外にも

様々な新聞媒体を活用するな

どして県民に広く周知するこ

とが重要と考えている。また、

多くの方の意見も聞くなど県

民参加型の取組も重要だと感

じている 

 

 那覇で渋滞が著しいため、例

えば県庁を移転させるなど土

地利用面から考えていくこと

も重要と考えている。  

（事務局） 

• 乗降方法に関しては、バス事業

者勉強会の中で議論を進めてい

る。また、連節バスについても検

討する予定であり、その導入の

タイミングも踏まえながら、乗

降方法の変更に向けた取組を進

めていきたい。 

 

• 路線バス無料化や半額の実証実

験を実施してきたが、その効果

検証も踏まえながら、公共交通

利用促進に向けた検討を進めて

いきたい。 

 

• バス停上屋の整備は、これまで

基幹バス沿線などで進めてきた

が、道路幅員の制約等もある中、

どのように整備していけるか引

き続き検討していきたい。 

 

• バスの乗り方教室は、県主催以

外にも、バス事業者や市町村で

実施しているものもある。これ

らの横展開なども含めて、広く

周知できるよう検討していきた

い。また、県や沖縄総合事務局で

も、各種事業でワークショップ

を開催しており、引き続き地域

住民の意見を取り入れていきた

い。 

 

 

  



5 

 

発言者 主な指摘・意見 回答 

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾈｯ

ﾄﾜｰｸ 

親川委員 

 

• 連節バスは乗降口が複数ある

が、乗降方法に関してはバリ

アフリー関連団体の方の意見

も聞いていただきたい。 

 

• 半額実証実験に関しては、高

齢者（運転免許返納者）や障が

い者は通常でも半額で利用で

きるので、もう少しお得感が

あるやり方があればと感じた

ところである。 

 

 

• 視覚障がい者は、移動を公共

交通に頼るしかないので、盲

学校に対するバスの乗り方教

室に関しても力を入れていた

だきたい。 

（事務局） 

 バリアフリー関係団体等のご意

見も聞いていきたい。 

 

 

 

 障がい者割引や免許返納者割引

を受けている場合は、割引後の

運賃を半額で利用するできる

が、次年度の実証事業におきま

しても、高齢者や障がい者の方

に、メリットを感じていただけ

るよう検討していきたい。 

 

 盲学校への乗り方教室は昨年度

開催しているが、引き続き対応

していきたい。 
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発言者 主な指摘・意見 回答 

沖総局開

発建設部

岡本代理 

 

• 普天間交差点は、右折車線を

延伸したところである。現状

を見る限りでは交通状況は大

きく改善されていると聞いて

いるが、今は卒業シーズンで

送迎交通が減少している可能

性もあるため、引き続き交通

状況を見ていきたい。 

 

• 協力型バスレーンの実証実験

は、簡単にはその効果が上手

く出ない可能性もあると思っ

ている。そこで、自動車交通が

どの程度他道路に経路転換或

いはバスに利用転換すれば、

より定時性が確保されるの

か、といったシミュレーショ

ンを検討してみてはどうかと

考えている。例えば、西海岸道

路が全て完成すればどの程度

転換するとか、様々な TDM 施

策政策でどう効果が期待でき

るのかを検討してはどうかと

考えている。 

 

• ロウワープラザの開発が進ん

でくるが、検討チーム等で予

め色々な提案ができれば良い

方向になるのではないかと考

えている。例えば開発に伴っ

て道路を１車線拡幅すること

ができれば、一気にバス専用

レーンを導入していくことも

できるかもしれないので、関

係者で協力して意見交換がで

きれば良いと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 これまで伊佐以北へのバス専用

レーンを導入した場合のシミュ

レーションは実施しているが、

周辺道路の整備等を踏まえた検

討も進めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ロウワープラザに関しては、県

担当部署や沖縄市、北中城村を

と事前に意見交換を行ってお

り、今後はパートナー企業や関

係機関と一緒に意見交換し、公

共交通利用促進の取組を推進で

きればと考えている。 
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発言者 主な指摘・意見 回答 

ｵﾌｨｽ遊  

幸地委員 

 

 レンタカーを利用する特に海

外からの観光客は、バスレー

ンがどこの区間で何時に実施

しているかを知っている人は

少ないのではないか。バスレ

ーンを知らせるアプリ等があ

ればバスレーンへの誤進入が

減らせるのではないか。 

（事務局） 

 協力型バスレーン実証実験で

は、海外からの観光客には、観光

部局と連携して WEB サイト等

で周知する予定である。関連す

るアプリに関しては有無を整理

した上で、それを展開していく

ことは考えられる。 

池田会長 

 

• 国道 58 号を中心とした基幹バ

スシステムという表現が資料

に見られるが、国道 58 号は一

部区間であり南北を貫く骨格

にあたるので、名称は検討し

ていただきたい。 

 

（事務局） 

 表現について、検討させていた

だきたい。 

 

以上 
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２．第 50 回幹事会 議事要旨 

日時：令和 8 年 7 月 13 日（月）14:00～16:00 

場所：中小企業振興会館ホール 

 

議題  

（1）沖縄県公共交通活性化推進協議会規約の改正について  

発言者 主な指摘・意見 回答 

幹事長 

 

• 内容について意見はある

か。 

（一同） 

• 異議なし。 

 

（2）令和７年度決算及び監査報告について  

発言者 主な指摘・意見 回答 

幹事長 

 

• 内容について意見はある

か。 

（一同） 

• 異議なし。 

 

（3）協力型バスレーン実証実験について  

発言者 主な指摘・意見 回答 

東陽バス 

比嘉幹事 

 

• 協力型バスレーン実証実

験の実施区間に、バスが片

側１車線走行区間は除く

との記載があるが、具体的

な区間を教えて欲しい。 

（事務局） 

• 牧港立体交差側道部や県道宜

野湾北中城線の喜友名～伊佐

間に並行する現道などを指し

ている。 

沖縄ｺﾝﾍﾞﾝｼｮ

ﾝﾋﾞｭｰﾛｰ 

金城幹事 

 

• 実証実験の広報の中で、多

言語対応はポスター、チラ

シだけなのか、また地図で

協力型バスレーン実施区

間を説明するのか教えて

欲しい。 

（事務局） 

• 多言語対応は、ポスターやチ

ラシ以外でも特設サイトでの

対応を予定している。 

• 地図に関しては、ポスターや

チラシには掲載予定である

が、他の媒体でスペースが限

られる場合は QR コードを記

載して特設サイトで確認いた

だくことを予定している。 
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発言者 主な指摘・意見 回答 

沖縄総合事務

局開発建設部 

森山幹事 

 

• 広報における歩道橋横断

幕について、８月中旬から

設置予定とあるが、占用手

続き等で一定期間を要す

るので、調整を早めにお願

いできればと思う。設置す

る具体的な日程が決まっ

ていれば教えて欲しい。 

• 協力型バスレーンの対象

は、路線バス以外の観光バ

スやスクルールバスも対

象になるのか教えて欲し

い。 

（事務局） 

• 歩道橋への横断幕設置につい

ては、南部国道事務所と相談

を始めているところ。具体的

な日程が決まり次第早めにご

連絡したい。 

 

 

 

• 協力型バスレーンの対象はバ

スレーンと同様であり、路線

バスだけではなく、その他の

バスも含まれる。 

 

沖縄総合事務

局開発建設部 

伊藝幹事 

 

• 効果検証について、トラカ

ンデータや ETC2.0 を道路

管理者より取得とあるが、

データを提供するのか、分

析結果を提供するのか、調

整状況について教えて欲

しい。 

• 那覇から伊佐までのバス

レーン実施区間について、

協力型バスレーンはどの

ように実施するのか教え

て欲しい。 

（事務局） 

• トラカンデータは、生データ

を、ETC2.0 は加工結果データ

を提供いただく方向でワーキ

ングで調整させていただいて

いるところである。 

 

 

• 既存バスレーン区間について

は、バスレーン時間内は従来

通り規制のままとなり、それ

以外の時間帯を協力型バスレ

ーンとする予定である。 

沖縄総合事務

局開発建設部 

森山幹事 

 

• 既存バスレーン区間にお

ける規制以外の時間帯が

協力型バスレーンである

旨の広報はどのように実

施されるのか教えて欲し

い。 

（事務局） 

• 既存バスレーン区間について

の実施方法は、特設サイト等

で広報する予定である。 
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報告 

（1）基幹バスシステムの導入に向けた取組について  

発言者 主な指摘・意見  回答 

沖縄県土木建築部 

湧川幹事代理 

 

• てだこ浦西駅から琉球大

学病院までの実証事業に

ついて、路線バスの増便と

あるが琉球大学病院向け

の朝便以外に、てだこ浦西

向けの便も増便する予定

か教えて欲しい。 

 

（事務局） 

• てだこ浦西向けの増便につい

ても調整しているところであ

る。 

沖縄市 

阿嘉幹事代理 

(高江洲説明員) 

 

• ロウワー・プラザの開発に

伴う渋滞対策も重要な課

題であり、公共交通利用促

進を踏まえた拠点性の高

いまちづくりを進めてい

るところ。 

• 先月、開発企業が決定し、

今後跡地利用計画が具現

化される想定であるが、基

幹バスシステム導入の取

組とも連携が必要と認識

している。 

• 開発は民間主体の組合施

行となる予定であるが、本

協議会とも連携を深めな

がら、地元自治体として取

組を進めていきたい。 

• 本協議会で取組まれてき

た西普天間交通対策 WT の

事例に倣ったロウワー・プ

ラザのワーキング設置に

ついても、本市で検討を進

めているところである。 
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発言者 主な指摘・意見  回答 

沖縄県企画部 

兼島幹事 

 

• ロウワー・プラザに関し

て、公共交通利用促進を踏

まえるとのことであるが、

交通結節点や交通結節機

能について予定している

のか教えて欲しい。 

 

（沖縄市） 

• 当該地域は、国道以外にも沖

縄自動車道や東西を結ぶ県道

との連携も踏まえた交通結節

機能の検討も進めているとこ

ろである。 

以上 

 


